
初
め
ま
し
て
。

「
さ
き
た
ま
塾
」

事

務

局

の

石

澤

と
申
し
ま
す
。

現

在

「

さ

き

た
ま
塾
」
で
は
、

教

養

学

部

生

を

中

心

に

、

全

て

の

埼

玉

大

学

卒

業

生

＆

在

学

生

へ

学

び

＆

経

験

を

提

供

す

る

オ

ン

ラ

イ

ン

セ

ミ

ナ

ー

を

実

施

し

て
い
ま
す
。

◇
活
動
概
要

活

動

の

概

要

と

し

て

は

、

１

年

間

に

６

回

ほ

ど

、

オ

ン

ラ

イ

ン

の

「

Ｚ

ｏ

ｏ

ｍ
」
に
て
、
卒
業
生
が
自
身
の

埼
大
時
代
や
仕
事
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
し
、
議
論
と
考
察
を
深

め
て
い
ま
す
。

「
さ
き
た
ま
塾
」
の
昨
年
の

活
動(

過
去)

、
今
年
の
取
り
組

み(

現
在)

、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

(

未
来)

の
３
点
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
昨
年
の
活
動
】

第
一
に
、
昨
年
の
活
動
で
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
教
養
学
部
生

の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
「
就

活
ゼ
ミ
」
を
約
10

年
間
続
け
て

お
り
、
こ
の
「
就
活
ゼ
ミ
」
で

け
や
き
会
理
事
で
あ
る
田
口
美

一

氏

に

講

演

頂

い

た

事

か

ら

「
さ
き
た
ま
塾
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

「
さ
き
た
ま
塾
」
の
活
動
は
以

下
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
内
容
＆
活
動
方
針

・
卒
業
生
が
自
身
の
埼
大
時
代

や
仕
事
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
、

議
論
＆
考
察
を
深
め
る

・
在
学
生
は
卒
業
生
の
プ
レ
ゼ

ン
を
自
身
の
埼
玉
大
学
で
の
学

生
生
活
＆
就
職
活
動
の
参
考
と

し
て
活
か
す

・
埼
大
卒
業
後

も
、
定
期
的
に

集
ま
れ
る
ア
ッ

ト

ホ

ー

ム

な

「
場
」
で
、
参

加
メ
ン
バ
ー
が

ど
ん
ど
ん
成
長

す
る

◇
メ
ン
バ
ー

・
塾
長

田
口
美
一

(

81

年
卒

社

会
シ
ス
テ
ム
／

け
や
き
会
理
事

／
経
済
ア
ナ
リ

ス
ト)

・
事
務
局

石
澤
和
也
、
井
下(
設
楽)

咲
紀
、

金
子
将
也
、
宍
戸
由
加
里(

以
上

は
、
け
や
き
会
常
任
理
事)
、
河

野(

高
須)

真
澄
、
羽
賀(
石
澤)

美
樹
、
高
木
眞
慈(

以
上
は
同
理

事)

な
ど
22
名

（
敬
称
略
）

・
会
員
：
１
０
０
名
以
上
が
参

加
済
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Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
“
さ
き
た
ま
塾
”

就
活
ゼ
ミ
が
発
展
、
け
や
き
会

の
新
し
い
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
！新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

様
々
な
制
約
が
課
さ
れ
る
中
、

気
軽
＆
手
軽
に
誰
で
も
参
加
で

き
る
「
集
い
の
場
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

塾長 田口美一
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「けやき会」ホームページを見てみよう！
同窓会の情報は、ホームページでも。『埼玉大学 けやき会』

で検索できます。「さきたま塾」や「就活ゼミ」の情報や

新企画「けやき商店街」もこちらでご覧いただけます。

会報「けやき会」
Vol.19

2021年4月1日発行

（年1回発行）

発行者：埼玉大学けやき会（埼玉大学 文理学部文学科・人文科、教養学部 / 大学院 文化科学研究科、人文社会科学研究科 同窓会）

会 長：岡田 道程 編 集：堀江 誠

埼玉大学けやき会事務局 〒338-0825 さいたま市桜区下大久保255番地 埼玉大学教育機構棟3F埼玉大学同窓会事務局内

TEL/FAX :048-858-9218 E-mail : info@keyakikai.net

新型コロナの影響で、街の人出が少なくなってしまいました。

特に小売店の皆さんは、大変なご苦労をされていると思います。

けやき会では、そんな頑張っている皆さんにエールを送ります。

小売店を営業している卒業生の皆さん、お店の情報をお知らせください。

埼玉大学卒業生(教養学部に限りません！）が経営しているお店を紹介します。

お名前、卒業年、専攻と一緒にお店の情報(お店の写真、オーナーの写真、コメント）をメールでお寄せください。

●掲載媒体：けやき会ホームページ、けやき会会報、その他媒体

●掲載時期：ホームページは順次、会報は来年度号

●掲載料など費用は一切かかりません。

■お店は、構成の都合上、実店舗の紹介とします。お店の種類は問いません。

★連絡・お問い合わせ：けやき会ホームページの「お問い合わせ」から連絡してください。

（「けやき商店街」とお問い合わせ冒頭に表記願います）

大募集！けやき商店街

スマホなら

←こちら

編集後記：コロナ禍のなかで皆さんの頑張っている様子がうかがえてと

てもうれしい限りです。「けやき商店街」の情報もお待ちしています！！

※同窓生経営のオンラインショップや各種業種のご紹介は、今後検討させていただきます。

埼玉大学基金にご協力を！
埼玉大学の学生と本学の環境の整備・充実のために、温かいご
支援をお願い申し上げます。詳細については、埼玉大学ホーム
ページをご覧ください。

埼玉大学基金は次の３区分から構成されています。
１．埼大みらい基金
２．冠奨学金基金
３．埼玉大学修学サポート基金

埼玉大学ホームページ

または「埼玉大学基金」

で検索してください。→



活
か
す

・
自
身
の
就
職
活
動
に
全
力
で

取
り
組
む

以
上
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
お

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
上
記

の
シ
ス
テ
ム(

体
制)

を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
願
い
】

最
後
に
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

で
す
。

さ
き
た
ま
塾
で
の
活
動
を
末

永
く
継
続
す
る
為
に
、
以
下
の

３
点
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

①
さ
き
た
ま
塾
へ
是
非
ご
参
加

願
い
ま
す

②
何
か
ご
協
力
頂
け
る
事
が
あ

れ
ば
、
以
下
の
私
の
連
絡
先
へ

遠
慮
な
く
ご
連
絡
願
い
ま
す

③
上
記
の
銀
行
口
座
へ
の
活
動

費
の
寄
付
も
お
願
い
し
ま
す

卒
業
生
の
皆
様
、
教
養
学
部

生
を
中
心
と
し
た
埼
大
生
、
教

養
学
部
、
埼
玉
大
学
の
全
て
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
10

年
単
位

で
末
永
く
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
き
た
ま
塾

事
務
局

石
澤
和
也

(

国
際
関
係
論
専
攻

2010
年
卒)

■
参
加
者
の
感
想

昨
年
の
春
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
新
た
な
出
会
い
や
学
び
の
場

に
出
か
け
る
機
会
が
一
気
に
減

り
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
窮
屈

に
感
じ
て
い
た
中
で
知
っ
た
の

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

る
さ
き
た
ま
塾
で
す
。

自
宅
に
い
な
が
ら
世
界
ど
こ

か
ら
で
も
参
加
が
可
能
で
、
対

面
で
は
会
う
機
会
が
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
登
壇
者
の
お
話
を
聞

き
、
議
論
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

世
代
や
分
野
を
越
え
た
人
と
の

繋
が
り
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
さ
き
た
ま
塾

の
一
番
の
魅
力
と
は
、
経
験
豊

富
な
教
養
学
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
現

役
生
の
生
の
声
を
聞
け
る
点
で

す
。
特
に
、
塾
長
の
田
口
さ
ん

の
話
に
は
毎
回
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
経
済
の

専
門
家
と
し
て
働
い
た
経
験
を

持
つ
田
口
さ
ん
か
ら
は
、
社
会

や
経
済
の
知
識
を
得
る
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
「
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
と
は
？
人
生
と
は
？
」
と

い
っ
た
大
き
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
毎
回
自
分
自
身
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
製
造
業
、
マ
ス
コ
ミ
、

芸
術
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
や
現
役
生
の

話
を
聞
く
こ
と
で
、
日
々
の
ニ
ュ
ー

ス
の
見
方
が
変
わ
る
の
は
面
白

い
変
化
で
す
。
興
味
の
幅
が
広

い
教
養
学
部
の
学
生
や
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
だ
か
ら
こ
そ
、
質
疑
応
答
で

は
ど
ん
ど
ん
話
が
広
が
り
、
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
物
事
の
繋
が

り
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。な

か
な
か
行
動
範
囲
を
広
げ

づ
ら
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
そ

う

で

す

。

今

後

も

こ

の

輪

が

広

が

っ

て

い

く

よ

う

、

事

務

局

の

一

人

と

し

て

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま
す
。
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【
レ
ポ
ー
ト
】

２
／
28
さ
き
た
ま
塾

２
０
２
１
年
２
月
28
日(

日
）

午
前
に
開
催
の
さ
き
た
ま
塾
は

・
「
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館(

Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ)
と
わ
た
し
」

・
「
『
逃
げ
恥
ス
ペ
シ
ャ
ル
』

見
ま
し
た
か
？
～
あ
る
あ
る
名

言
か
ら
み
る
日
本
の
課
題
～
」

（
座
談
会
形
式
）

の
二
本
立
て
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
同
美
術
館
に
お
勤
め

の
喜
多
春
月
さ
ん

(

埼
玉
大
学

人
文
社
会
科
学
研
究
科
Ｏ
Ｇ)

に
よ
る
同
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

紹
介
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ら
で
は
の
豊
富
な

画
像
を
使
っ
て
の
丁
寧
で
わ
か

り
や
す
い
解
説
と
同
窓
生
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
質
疑
な
ど

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【「さきたま塾」活動に寄付のお願い】
この活動を支えるため皆さんの支援をお願いします！

銀行名：埼玉りそな銀行 北浦和西口支店

店番：349 科目：普通 口座番号：4534302

名義：埼玉大学教養学部同窓会 けやき会
（なまえ：サイタマダイガクキョウヨウガクブドウソウカイ）

※上記口座は、「さきたま塾」と「就活ゼミ」の共同管理となっ

ています。厳正に管理しながら後輩の為に、活用させて頂き、適

時、けやき会として活動報告いたします。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
の
場
を
与

え
て
く
れ
る
さ
き
た
ま
塾

井
下(

設
楽)

咲
紀

（
2011
年
卒
業
）

石澤 和也

「さきたま塾」に関心がある方、参加
したい方はメール連絡をお願いします。
メールには ①お名前

②所属コース＆ゼミ
③卒業年次

を記載して下さい。

■連絡先
埼玉大学 教養学部同窓会 けやき会

さきたま塾 事務局
石澤和也

Email：kazuyaishizawa@gmail.com
TEL：090-3640-4277
LINE ID：kazuyaishizawa

←次ページ下段へ続きます。
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け や き 会 総 会 に つ い て ( 1 )

2020年6月に予定しておりました「2020年度けやき会総会・講演会」は、新型コロナウ
イルス感染拡大に伴い、中止とさせていただきました。議案書はけやき会ホームページ
にてご覧いただけます。(けやき会ホームページ左側の「けやき会総会」をクリック）

2021年度総会も中止の予定です。

今年度（2021年度）の総会も、新型コロナウイルス感染拡大がまだおさまりきらない
状況を鑑み、中止の予定です。

新年度の活動計画、決算・予算については、けやき会ホームページを通してお知らせ
いたします。

どうぞ、ご了承くださいませ。

【2020年度（令和２年度）けやき会役員】～昨年度提案、承認されたのものです。

会長 岡田道程（76哲思）

副会長 石田義明（75国関） 吉野 晃（80文人） 萬年拓郎（85国関）

常任理事 関根増男（69文人） 飯塚 好（73文人） 堀江 誠（81哲思）
飯沼麻儀（85現社） 稲葉雅美（92哲思） 平野友紀（94現社）
石原 裕（95国関） 石澤和也（10国関論） 井下(設楽)咲紀（11国関論）
金子将也（14哲学歴史） 宍戸由加里（18国関論） 栩木 誠（70中文）

※栩木は全学同窓会会長

【2020年度（令和２年度）提案の活動計画】～昨年度提案、承認されたのものです。

１．総会、講演会、懇親会・・・新型コロナウイルス感染防止のため中止
２．教養学部教育研究支援金・・・１０万円
３．けやき会による学生顕彰「けやき賞」(2020年度 第２回、２名、計１０万円)
４．大学寄附講座の開講

・講師は、毎回、教養学部の卒業生が担当。社会と世界を知る実践的な講義
５．就職支援活動としての埼大生のための「就活ゼミ」

・在学生、特に４年生のための同窓生による就職支援活動。
６．「さきたま塾」オンライン講座の開設（2020年2月より）
７．けやき会「ホームページ」による様々な情報発信
８．会報「けやき会」の発行
９．新入生用「けやき会パンフレット」の作成

・新入生ガイダンスができなかったため、自宅に郵送。
10．新入生会員の会費納入によるけやき会の財政基盤の安定化

・生涯会費：30,000円（５学部同窓会とも共通）
11．同期会、専攻別・地域別同窓会への支援
12．常任理事会（９月、１２月、２月、４月、オンラインで予定）

その他、埼玉大学同窓会（全学部）の活動として
13．埼玉大学ホームカミングデー（ＨＣＤ）・・・コロナのため中止
14．２０２０年度埼玉大学同窓会代議員総会
15．埼玉大学同窓会理事会（２ヶ月に１回の割合で開催）

・５学部同窓会の会長、副会長が集まり、埼玉大学同窓会の重要案件について審議
・・コロナのため、目下休止中

理事 山野清二郎（65国文）
井出 博 （71国関）
田口美一 （81シス）
中嶋広国 （91シス）

林野 宏（65地理）
足立 創（76歴史）
中山(高橋)君江（88地理）
羽賀(石澤)美樹（13国関論）

赤津光一（70独文）
河野(高須)真澄（78歴史）
島田 満（90現社）
高木眞慈（18ヨ･ア文化）

監事 酒井憲太郎（70日文） 武井 尚（70日文）



２
０
２
１
年
度
、
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
１
年
間
、

高
校
生
と
し
て
大
変
不
安
な
毎

日
を
過
ご
さ
れ
た
か
と
思
い
ま

す
。２

０
２
０
年
度
は
、
４
月
に

発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
以

降
、
学
校
教
育
も
例
外
な
く
コ

ロ
ナ
対
策
に
忙
殺
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
で
も
事
情
は
同
じ
で
、
対

面
式
の
授
業
に
代
わ
り
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ズ
ー

ム
形
式
等
に
よ
る
非
対
面
式
授

業
が
中
心
と
な
り
、
学
生
も
教

員
も
未
知
数
の
経
験
で
苦
労
し

ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ま

も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
生
活

や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
、
困
難
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
と
想

像
し
ま
す
。

同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
学
部
長
の
野
中
先
生
が
、

ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
通
り
で
す
。

ま
ず
、
例
年
の
よ
う
な
総
会
、

講
演
会
、
懇
親
会
が
中
止
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
と
埼

玉
大
学
同
窓
会
が
合
同
で
行
う

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
ー
も
、
残
念

な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
同
窓
会
、
け
や

き
会
に
と
っ
て
は
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
が
な
く
な
る
状
況
で
し
た

が
、
そ
れ
に
代
わ
る
活
動
を
地

道
に
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
例
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
埼

玉
大
学
教
養
学
部
へ
の
支
援
活

動
で
す
。
２
０
１
９
年
度
に
続

き
、
第
２
回
目
の
「
け
や
き
賞
」

を
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会

科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
の

優
秀
な
２
人
の
研
究
者
、
笠
原

万
理
子
さ
ん
、
吉
田
優
希
さ
ん

に
授
与
で
き
た
こ
と
は
、
幸
い

で
し
た
。

ま

た

、

埼

大

生

の

た

め

の

「
就
活
ゼ
ミ
」
（
高
木
眞
慈
代

表
）
で
は
、

コ

ロ

ナ

禍

で

学

生

の

就

職

活

動

が

大

変

な

中

、

オ

ン

ラ

イ

ン

を

通

じ

て

社

会
人
と
な
っ

た
卒
業
生
が
、
在
学
生
を
指
導

す
る
形
で
、
今
ま
で
に
な
い
実

績
を
あ
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
２
月
、
新
た

に
立
ち
上
げ
た
「
さ
き
た
ま
塾
」

（
田
口
美
一
塾
長
、
石
澤
和
也

事
務
局
長
）
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
、
卒
業
生
な
ら
誰
で

も
視
聴
で
き
る
講
座
を
作
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
同
窓
生
の
た

め
の
公
開
講
座
の
よ
う
な
形
で

展
開
し
、
同
窓
生
が
自
宅
で
居

な
が
ら
に
し
て
参
加
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
け
や
き
会
独

自
の
活
動
で
あ
る
「
就
活
ゼ
ミ
」

「
さ
き
た
ま
塾
」
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
大
学
の
学
長
、
副
学
長
か

ら
も
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
も
、
付
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
新
し
い
試
み
を
実
践
す
る
た

め
に
、
20

代
、
30

代
の
若
い
同

窓
生
、
計
６
名
に
も
常
任
理
事

と
理
事
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
同
窓
会
を
活
性
化
す
る
た

め
で
す
。

今
年
も
、
少
な
く
と
も
夏
前

ま
で
は
、
こ
の
状
況
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

６
月
の
総
会
は
中
止
し
、
代
わ

り
に
Ｈ
Ｐ
上
で
の
議
案
提
案
と

そ
れ
に
対
す
る
ご
承
認
を
お
願

い

し

な

け

れ

ば

な

り

ま
せ
ん
。

毎

年

、

10

月

開

催

の

ホ

ー

ム

カ

ミ

ン

グ

デ

ー

は

、

今

後

の

決

定
に
な
り
ま
す
。
幸
い
、
２
月

中
旬
か
ら
医
療
従
事
者
を
中
心

に
、
ワ
ク
チ
ン
の
先
行
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。
順
調
に
い
け

ば
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を
持

つ
人
、
一
般
の
国
民
の
順
に
、

今
後
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
実
施

さ
れ
る
は
ず
で
す
。
夏
以
降
、

大
き
く
状
況
は
変
化
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

け
や
き
会
と
し
ま
し
て
も
、

慎
重
に
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

出
来
る
範
囲
で
今
年
も
積
極
的

に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
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会
報

け
や
き
会
２
０
２
１

目

次

さ
き
た
ま
塾

石
澤

和
也
氏

１

学
部
長
あ
い
さ
つ

４

会
長
あ
い
さ
つ

５

同
窓
生
か
ら

６

中
山

文
宣
氏

羽
賀(

石
澤
）
美
樹
氏

宍
戸

由
加
里
氏

田
沼

美
知
子
氏

高
橋

康
夫
氏

第
二
回
け
や
き
賞

９

笠
原

万
理
子
氏

吉
田

優
希
氏

就
活
ゼ
ミ

10

高
木

眞
慈
氏

コ
ロ
ナ
の
な
か
の
大
学

12

け
や
き
会
総
会

14

名
簿
発
行
の
お
知
ら
せ

15

け
や
き
商
店
街

募
集

16

会
長
あ
い
さ
つ

け
や
き
会
会
長

岡
田

道
程

入
学
試
験
の
業
務
で
お
忙
し

い
３
月
初
旬
、
教
養
学
部
長
の

野
中
先
生
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
大
学
の
様
子
を
お
尋
ね
し
ま

し
た
。

■
遠
隔
授
業
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
度
、
前
期
は
全

て
オ
ン
ラ
イ
ン(

遠
隔
授
業)

と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
後
期
は
い

く
つ
か
の
授
業
で
対
面
式
の
授

業
も
行
い
ま
し
た
が
、
多
く
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
し
た
。

後
期
、
一
部
授
業
で
は
教
室
に

出
席
の
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

学
生
と
混
合
し
た
形
で
の
「
ハ

イ
フ
レ
ッ
ク
ス
授
業
」
を
展
開

し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

け
や
き
会
の
寄
附
講
座
は
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た

(

対
面
で
は
行
い
に
く
い
ほ
ど
、

受
講
生
が
大
変
多
い
と
い
う
う

れ
し
い
（
？
）
要
因
も
あ
る
よ

う
で
す)

。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
利
点

一
部
に
は
、
か
え
っ
て
集
中

で
き
る
と
い
う
学
生
も
一
定
数

い
ま
す
。
ま
た
対
人
が
苦
手
と

い
う
学
生
に
と
っ
て
も
周
り
を

気
に
せ
ず
に
授
業
に
没
頭
で
き

る
、
と
い
う
声
も
届
い
て
い
ま

す
。

■
試
験

前
期
は
全
て
、
レ
ポ
ー
ト
提

出
。
後
期
は
試
験
を
導
入
し
た

も
の
も
一
部
あ
り
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
が
い
つ
も
よ

り
良
か
っ
た
と
い
う
の
が
先
生

方
の
感
想
！
！
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
多
く
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
？

■
学
生
は
Ｐ
Ｃ
？
ス
マ
ホ
で
も
？

多
く
の
学
生
は
Ｐ
Ｃ
を
用
意

し
、
授
業
を
受
け
て
い
た
様
子

で
す
。
た
だ
し
一
部
に
は
ス
マ

ホ
で
頑
張
っ
て
授
業
を
受
け
て

い
た
学
生
も
い
る
そ
う
で
す
。

画
面
が
小
さ
い
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
て
も
、
要
は
授
業
を
受

け
る
姿
勢
が
大
事
で
す
ね
。

■
学
生
へ
の
金
銭
面
な
ど
の
フ
ォ

ロ
ー全

学
で
「
埼
玉
大
学
緊
急
支

援
奨
学
金
」
を
設
立
、
家
計
が

急
変
し
て
生
活
が
困
窮
し
た
学

生
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

ま
た
文
科
省
の
後
押
し
も
あ
り
、

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
の
た
め
の
ル
ー
タ
ー
の
貸

与
な
ど
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。

※
け
や
き
会
か
ら
も
全
学
同
窓

会
を
通
じ
、
在
学
生
へ
の
支
援

金
を
大
学
へ
お
送
り
し
ま
し
た

(

約
30
万
円)

。

■
図
書
館

春
の
緊
急
事
態
宣
言
時
は
一

時
閉
館
し
た
も
の
の
、
研
究
活

動
に
は
必
須
と
い
う
こ
と
で
開

館
。
た
だ
し
会
話
ス
ペ
ー
ス
を

閉
鎖
し
た
り
、
時
間
制
限
し
た

り
感
染
予
防
の
工
夫
の
な
か
で

の
利
用
と
の
こ
と
で
す
。

■
学
生
生
活

入
学
時
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、
入
学
式
は

中
止
。
そ
の
た
め
、
入
学
し
た

も
の
の
一
度
も
大
学
に
来
な
い

で
１
年
間
過
ご
し
た
学
生
も
い

た
よ
う
で
す
。

■
保
護
者
会

毎
年
９
月
に
行
っ
て
い
た
保

護
者
会
、
例
年
は
１
０
０
人
く

ら
い
の
保
護
者
が
出
席
し
て
い

た
が
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
し
や
す

さ
も
あ
り
、
例
年
以
上
の
参
加

数
、
か
え
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ほ
う
が
参
加
し
や
す
い
と
い
う

声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

保
護
者
会
の
内
容
は
①
教
員

か
ら
授
業
な
ど
に
つ
い
て
②
職

員
か
ら
大
学
の
コ
ロ
ナ
対
策
取

り
組
み
な
ど
③
Ｏ
Ｂ
か
ら
就
活

の
話
な
ど
で
約
２
時
間
、
ど
の

話
も
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
保
護
者
会
を
行
っ

て
い
る
の
は
が
学
内
で
は
教
養

学
部
の
み
と
の
こ
と
。

■
留
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
収
入
面
で

も
苦
労
し
て
い
る
が
、
何
よ
り

も
日
本
人
学
生
と
交
流
す
る
機

会
が
と
れ
な
い
の
が
つ
ら
そ
う

で
し
た
。

■
卒
業
式

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
、
け
や

き
会
会
長
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま
す
。

■
来
年
度
の
見
通
し

新
年
度
は
、
基
本
的
に
対
面

授
業
と
す
る
そ
う
で
す
。
た
だ

し
、
従
来
の
詰
め
て
の
着
席
は

で
き
ず
、
離
れ
て
の
着
席
と
な

る
の
で
教
室
が
足
り
な
い
の
が

悩
み
。
教
養
部
の
基
盤
授
業
な

ど
、
学
生
数
が
多
い
も
の
は
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ま
ま
、
学
部
の
専

門
科
目
は
対
面
を
基
本
に
し
た

い
そ
う
で
す
。

４
月
か
ら
、
学
生
が
座
る
机

そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
設

置
、
学
生
は
そ
れ
を
ス
マ
ホ
で

読
み
取
り
着
席
す
る
、
と
い
う

仕
組
み
を
使
い
、
ど
の
席
に
ど

れ
だ
け
滞
在
し
た
か
を
把
握
、

濃
厚
接
触
な
ど
の
追
跡
に
活
か

す
取
り
組
み
を
導
入
す
る
そ
う

で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
も
そ

れ
な
り
に
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
が
、
授
業
で
対
面
し
意
見
を

交
換
し
合
い
な
が
ら
、
課
題
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
、
何

と
か
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
大
学
に
来
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
新
二
年
生

と
新
し
く
入
学
し
て
く
る
新
一

年
生
へ
の
対
応
は
と
て
も
大
切
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コ
ロ
ナ
の
中
の
大
学
は
・
・

新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
２
０
２
０
年
、

大
学
の
様
子
を

学
部
長
と
大
学
生
協
に
取
材
し
ま
し
た
。

野
中
学
部
長
に
聞
く

マスク忘れた学生には事務室で配布

（学内の貼り紙）

3月ということもあるが閑散とし
た学内、院生や実験のある理工
学生がちらほら。サークル棟か
らも声は聞こえてきません。



期
せ
ぬ
物
語
で
す
。
そ
の
時
に

失
敗
と
思
っ
た
こ
と
で
も
、
後

か
ら
思
え
ば
よ
か
っ
た
こ
と
は

い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
思
い

も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
や
出
会

い
が
、
自
分
の
人
生
を
決
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
進
む
道
は

一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
可
能
性
を
狭
め
る
の
は
た
だ

自
分
の
気
持
ち
だ
け
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
社
会
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
な
か
、
ど
う
ぞ
前
向

き
に
自
分
の
道
を
探
し
て
く
だ

さ
い
。
皆
様
が
自
分
を
信
じ
行

動
で
き
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
」
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
夫
婦
が
望

む
場
合
に
は
，
結
婚
後
も
夫
婦

が
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
前
の
氏
を
称

す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
の
こ

と
で
す
。

日
本
で
は
、
日
本
人
同
士
が

結
婚
す
る
際
、
約
96

％
の
場
合

女
性
が
改
姓
し
て
い
ま
す
。
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
が
な
い
国

は
世
界
で
日
本
の
み
で
、
こ
の

制
度
が
改
姓
す
る
側
に
と
っ
て

負
担
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

制
度
導
入
の
議
論
が
始
ま
っ

て
か
ら
既
に
40

年
が
経
過
し
ま

し
た
。
結
婚
す
る
年
代
で
は
男

女
と
も
に
賛
成
が
多
数
、
最
近

で
は
ニ
ュ
ー
ス
で
も
話
題
に
な

る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
が
、
一

部
の
反
対
に
よ
り
実
現
し
て
い

ま
せ
ん
。

私
は
４
年
前
に
結
婚
し
た
際
、

望
ま
な
い
改
姓
を
経
験
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
・
全
国
陳

情
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
選
択

的
夫
婦
別
姓
の
法
制
化
を
目
指

し
活
動
す
る
市
民
団
体
に
入
り
、

陳
情
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

今
で
は
理
解
者
と
な
っ
た
夫

と
共
に
、
東
京
近
辺
の
議
員
や

地
元
福
島
県
の
議
員
、
そ
し
て

国
会
議
員
な
ど
、
50

人
近
い
議

員
に
会
い
、
当
事
者
の
声
を
届

け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て

感
じ
る
の
は
、
最
初
は
反
対
で

も
、
選
択
的
で
あ
る
こ
と
を
中

心
に
伝
え
た
り
、
当
事
者
の
困

り
ご
と
と
し
て
伝
え
る
と
賛
成

に
転
じ
て
く
れ
る
方
が
殆
ど
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

結
婚
は
お
互
い
の
信
頼
や
尊

敬
の
上
に
成
り
立
ち
ま
す
。
夫

が
名
前
を
変
え
た
く
な
い
の
な

ら
、
妻
の
「
名
前
を
変
え
た
く

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
大
事

に
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
名
字
で

家
族
の
絆
は
決
ま
ら
ず
、
個
人

と
の
向
き
合
い
方
で
絆
は
深
ま

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
同
じ
名

前
で
結
婚
し
た
い
人
は
同
姓
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
で
結
婚
し
た

い
人
は
別
姓
で
。
望
ま
な
い
改

姓
を
強
い
ら
れ
ず
、
誰
も
が
望

む
名
前
で
生
き
ら

れ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
私
は

今
後
も
活
動
を
続

け
ま
す
。

私
は
現
在
、
公
益
財
団
法
人

米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
ー
ジ
ャ
パ
ン

が
運
営
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

T
O
M
O
D
A
C
H
I

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の

「
ア
ラ
ム
ナ
イ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ

ー

」

を

務

め

て

い

ま

す

。

「
ア
ラ
ム
ナ
イ
」
と
は
「
卒
業

生
」
を
意
味
す
る
英
単
語
で
す

が
、
こ
こ
で
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ム

経
験
者
」
を
意
味
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、T

O
M
O
D
A
C

H
I

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
提
供
す
る

若
者
向
け
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
総
称
で
、
２
０
１
１
年
の
創

設
以
来
、
３
４
０
を
超
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
９
千
人
以
上
の
日

米
の
若
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
が
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
埼
玉

大
学
で
の
学
び
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

私
は
、
２
０
１
５
年
に
３
年

次
編
入
と
い
う
形
で
埼
玉
大
学

に
入
学
し
ま
し
た
。

政
治
学
、
経
済
学
、
国
際
法

学
、
さ
ら
に
は
国
際
開
発
学
を

学
際
的
に
履
修
で
き
る
教
養
学

部
で
研
究
を
進
め
る
中
、
国
際

的
な
政
策
決
定
へ
大
き
な
影
響

力
を
持
つ
「
大
国
」
の
外
交
政

策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
べ

く
、
米
国
に
研
究
の
焦
点
を
当

て
ま
し
た
。

翌
年
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
大
学
ボ
ス
ト
ン
校
へ
１
年
間

の
交
換
留
学
に
行
き
、
現
地
で

は
、
米
国
社
会
の
実
情
を
身
を

も
っ
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

特
に
、
２
０
１
６
年
の
大
統

領
選
挙
を
通
し
て
、
「
世
界
一
」

の
経
済
大
国
、
そ
し
て
多
様
性

を
重
ん
じ
る
国
で
目
に
し
た
こ

と
は
、
机
上
の
学
習
で
は
得
ら

れ
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
ボ
ス
ト
ン
で

「T
O
M
O
D
A
C
H
I

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

一
つ
、
「T

O
M
O
D
A
C
H
I

大
和
ハ
ウ

ス
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
学
生
の

一
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
将
来
の
日
米
関

2021年4月1日発行 会報 けやき会2021

7

さいたま市議会に陳情(2021年1月）

自民、民主改革の各議員2名と

（筆者は左から2人目）

さ
い
た
ま
市
議
会
で
は

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
法
制
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
向
け
活
動
中

埼
玉
大
学
で
得
た

学
び
と
経
験
を

将
来
の
世
代
に
還
元

宍
戸

由
加
里

（
18
年
卒
・
国
際
関
係
論
）

誰
も
が
望
む
名
前
で

生
き
ら
れ
る
社
会
を

～
選
択
的
夫
婦
別
姓
～

羽
賀(

石
澤)

美
樹

（
13
年
卒
・
国
際
関
係
論
）

TOMODACHI大和ハウス学生リーダーシップ

会議にて日米の参加者と共に

（本人は右から2番目）

《
活
動
紹
介
》

就
活
ゼ
ミ
２
代
目
代
表
の
高

木
と
申
し
ま
す
。
就
活
ゼ
ミ
は

２
０
１
２
年
に
初
代
代
表
の
石

澤
さ
ん
が
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
へ
行

く
埼
玉
大
学
生
を
ゼ
ロ
に
す
べ

く
立
ち
上
げ
た
進
路
支
援
団
体

で
す
。
毎
年
多
く
の
卒
業
生
を

各
業
界
へ
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。今

回
の
活
動
紹
介
で
は
、
就

活
ゼ
ミ
の
概
要
を
述
べ
た
あ
と

に
、
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
コ
ン

セ
プ
ト
の
２
点
か
ら
活
動
を
紹

介
し
、
最
後
に
昨
年
度
の
内
定

実
績
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
対
象
は

全
埼
大
生

就
活
ゼ
ミ

の
対
象
者
は

大
学
院
生
を

含
む
す
べ
て

の
埼
玉
大
学

生
で
す
。
昨

年
度
は
教
養

学
部
と
経
済

学
部
の
参
加
者
が
多
数
で
し
た
。

■
埼
玉
大
学
Ｏ
Ｂ
だ
か
ら

相
談
し
や
す
い

運
営
を
行
っ
て
い
る
の
は
埼

玉
大
学
の
卒
業
生
で
す
。
親
し

み
や
す
い
う
え

に
大
学
の
特
徴

や
課
外
活
動
の

こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
の
で
相

談
し
や
す
い
で

す
。

■
相
談
は
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ

相
談
内
容
は
進
路
に
関
わ
る

こ
と
な
ら
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

就
職
活
動
だ
け
で
な
く
海
外
留

学
、
大
学
院
進
学
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
お
け
る
支
援
内

容
は
採
用
活
動
で
行
わ
れ
る
選

考
の
指
南
で
す
。
自
己
分
析
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
、

面
接
練
習
、
業
界
研
究
、
企
業

研
究
、
Ｏ
Ｂ
訪
問
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対

策
が
含
ま
れ
ま
す
。

志
望
す
る
業
界
が
絞
れ
た
ら

業
界
ご
と
に
分
か
れ
、
深
い
選

考
対
策
を
し
て
い
ま
す
。
業
界

ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
中
で
す
。

■
活
動
協
力
の
拡
大
を
！

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
卒
業

生
に
活
動
へ
協
力
を
し
て
も
ら

い
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

目
標
で
す
。
様
々
な
業
界
と
職

種
の
方
に
業
界
の
知
見
と
経
験

を
還
元
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
就
職
活
動
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
の
み
な
さ
ん
が
学
生
時
代
に

さ
れ
た
就
職
活
動
は
大
き
く
異

な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
働
く

こ
と
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
普

遍
的
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
と
の
接
点

を
作
り
た
い
と
思
い
、
工
学
部

の
学
生
と
就
活
ゼ
ミ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
発
し
昨
年
秋
リ
リ
ー

ス
し
ま
し
た
。
是
非
「
埼
玉
大

学
就
活
ゼ
ミ
」
と
検
索
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お

問
い
合
わ
せ
」
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
活
動
イ
メ
ー
ジ

就
活
ゼ
ミ
の
活
動
イ
メ
ー
ジ

は
「
就
職
活
動
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
」
で
す
。
就
職
活
動
の
出

撃
基
地
と
し
て
参
加
者
を
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

あ
く
ま
で
自
己
実
現
の
手
段
と

し
て
就
職
を
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
就
職
を
押
し
付
け
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
就
活
ゼ
ミ
を
ど

う
活
用
す
る
か
は
参
加
者
の
自

主
性
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

■
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト

活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
埼

大
生
の
就
活
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

で
す
。

埼
玉
大
学
生
は
就
職
活
動
の

情
報
戦
に
お
い

て
大
き
な
遅
れ

を
と
っ
て
い
ま

す
。採

用
活
動
の

本
流
を
見
極
め
、

自
分
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大

限
引
き
出
し
て
選
考
に
臨
め
ば
、

希
望
す
る
進
路
を
実
現
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
の
に
、
選
考
対

策
が
不
充
分
な
ま
ま
選
考
に
臨

み
悔
し
い
思
い
を
す
る
学
生
が

多
く
い
ま
す
。

少

な

い

情

報

で

空

回

り

す

る

学

生

が

い
る
一
方
で
、

時

代

の

流

れ

に
乗
り
ス
マ
ー

ト

に

進

路

を

勝
ち
取
る
学
生
も
い
ま
す
。

埼
玉
大
学
生
も
就
職
活
動
の

方
法
が
刷
新
さ
れ
れ
ば
も
っ
と

い
い
結
果
が
出
る
の
に
、
、
、

と
、
就
職
活
動
を
終
え
た
学
生

と
話
す
中
で
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

情
報
格
差
が
あ
る
の
は
選
考

突
破
の
方
法
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
も
そ
も
の
進
路
の
選

択
に
お
い
て
も
、
ど
ん
な
進
路

が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
も
な

く
就
職
活
動
を
迎
え
る
学
生
が

多
く
い
ま
す
。

自
由
闊
達
な
教
養
学
部
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
る
進
路
が

あ
る
と
知
れ
ば
目
的
が
生
ま
れ
、

入
学
当
初
か
ら
よ
り
一
層
勉
学

に
励
む
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ

ま
す
。

入
学
時
か
ら
自
分
の
進
路
を
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新代表 高木眞慈

就活ゼミホームページ

就
活
ゼ
ミ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。


